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	応用
	抗原情報
	背景
	活性なGTP結合状態と不活性なGDP結合状態の間を循環する、細胞膜関連の低分子GTPase。活性状態では、さまざまなエフェクタータンパク質に結合して、分泌プロセス、アポトーシス細胞の貪食、上皮細胞の分極、増殖因子誘導性の膜波状構造の形成などの細胞応答を制御します。Rac1 p21/rho GDIヘテロダイマーは、マクロファージのNADPHオキシダーゼ活性の刺激に関与する細胞質因子シグマ1の活性成分です。SPATA13を介した細胞遊走および接着の組み立てと分解の制御に不可欠です。PKN2キナーゼ活性を刺激します。RAB7Aと協力して、破骨細胞におけるRB（波状境界）の形成を制御する役割を果たします。神経膠腫細胞では、細胞遊走と浸潤を促進します。ポドサイトにおいて、NR3C2の核内輸送を促進する。この調節は腎機能の正常化に必須である。非定型ケモカイン受容体ACKR2誘導性のLIMK1-PAK1依存性コフィリン（CFL1）リン酸化、およびエンドソーム区画から細胞膜へのACKR2のアップレギュレーションに必須であり、ケモカインの取り込みと分解におけるACKR2の効率を高める。シナプスにおいて、SHANK3によるFアクチンクラスター形成の制御を媒介すると考えられる。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路、Hippoシグナル伝達経路
	画像データ
	

	RAC1抗体を用いた、A431、マウスNIH/3T3、ラットC6細胞株（左から右へ）のライセートのウェスタンブロット解析。RAC1マウスモノクローナル抗体は各レーンで1:1000に希釈した。二次抗体として、ヤギ抗マウスIgG H&L(HRP)抗体を1:3000に希釈したものを使用した。ライセートは1レーンあたり35μg。
	

	U-87 MG細胞をRAC1（緑、カタログ番号AMM85963）とマウスIgG2bアイソタイプコントロール（青）を用いてフローサイトメトリー解析した。AP20600cは1:100に希釈した。二次抗体としてAlexa Fluor® 488ヤギ抗マウスIgGを1:400に希釈して使用した。
	

	RAC1（カタログ番号AMM85963）を用いたパラフィン包埋H.skin切片の免疫組織化学染色。AMM85963は1:25に希釈した。二次抗体としてペルオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスIgG抗体（1:400希釈）を用い、DAB染色を行った。
	

	RAC1（カタログ番号AMM85963）を用いたパラフィン包埋胃切片の免疫組織化学染色。AMM85963は1:25に希釈した。二次抗体としてペルオキシダーゼ標識ヤギ抗マウスIgG抗体（1:400希釈）を用い、DAB染色を行った。

